
 

  第 119 号 令和 7 年４月 10 日 
 
 
 
                                                                  運営委員長 原 一馬 

※※重要なお知らせ 「５年水張り」について※※ 

農林水産省関東農政局から新たな情報の提供がありましたので、お知らせします。 

このチラシの内容は「見直しの方向性」の公表であり、国が検討を本格的に開始する段階である

ため、詳細は未定です。なお、本センターとしては新たな情報が入り次第、皆さまにお知らせしま

す。このチラシの内容については、「関東農政局長野県拠点」にお問い合わせください。 

⇩農林水産省のチラシ抜粋 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 



 

 

 

令和 5 年の農作業事故の死亡者は全国で 23６人。就業者 10 万人当たりの死亡者は 11.6

人と過去最悪であり、危険な作業が伴う建設業の 4.6 人と比べ２.５倍の水準となっています。 

農作業死亡事故の原因の多くは乗用トラクター、耕運機、運搬機、コンバイン等の転倒、転

落によるものです。又、死亡者は高齢者が多く８０歳以上が全体の 4５.８％、６５歳以上では

実に 8５.７％を占めています。 

春の農作業が本格化します。時間に余裕を持ち、計画的な作業に心掛けましょう。 

 

 

 

 

 

野 焼 き に よ る 火 災 に 注 意 ！ 

春は「畔草焼き、枯草等の焼却作業」が行われる時期です。この時期は空気が乾燥している事

や、急に風が強くなるなど、焼却作業による火災や事故の発生が心配されますので、以下の点を

参考に十分な注意をお願いします。 

１. 焼却をできる限り回避する  

畦草や剪定枝等の処分は、焼却以外の処分方法(堆肥化、土壌改良資材や敷草としての活用) 

を優先しましょう。 

２. やむを得ず焼却する場合の注意  

  風のない条件で、必ず複数人で行い、焼却後は残り火がないよう、完全に消化を行いましょう。 

  火災予防の為、水を入れたバケツ等を用意すると共に、消防へ連絡できる手段を確保し、万 

が一の事態に備えましょう。 
  

 

凍 霜 害 対 策 を 万 全 に！ 

  地球温暖化の影響で、春先の果樹等農作物の生育の前進化が顕著となり、毎年凍霜害が心配さ

れます。        

伊那市及びＪＡ上伊那農作物災害対策本部の霜注意報等の情報を活用し、万全な凍霜害対策をお

願いします。 

 

 

春の農作業が本格化します。農作業事故に十分注意を！ 
 

★トラクターは走行、作業中の転倒・転落に注意！ 

カーブや道幅の狭い道路は徐行運転を。圃場の出入り口はより慎

重な運転操作を。又、圃場作業以外はブレーキペダルの連結を。 

＊ 安全フレームの確認・シートベルト・ヘルメットの装着を！ 

＊ 機械の点検調整の際は必ずエンジンを止めて行いましょう！ 
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